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21世紀を迎えて関西いのちの電話理事長酒井哲雄
2001年、あけましておめでとうございます。「新世紀」の幕開けを迎えられましたことを先ずもってみなさまと共に喜び合いたいと存じます。そして人類史上記念すべきこの幕開けの「時」に在るわたしたち自身をしっかり見つめてみたいと思います。物の豊かさの飽くなき追求、生産・効率の重視、一元的なものの見方・生き方、形式主義等、これらが「人間性・人間らしさ」をないがしろにしてきた時代、これが「20世紀」でありました。そして、そのような中から、精神的な豊かさ、ゆとりを大切にし、個性、自分らしさの尊重、価値観の多様性などの意識が芽生え、わたしたちは「21世紀」に入り、優しさをコンセプトにした社会へ試行錯誤しながらも向かっているように見受けられます。最近の混迷化する社会状況や個々の人間に現われた社会病理は、言うなれば「20世紀」と「21世紀」との拮抗によって持たらされたアンバランスの現われかも知れません。そして、一元的なものの見方・生き方、形式主義から解き放たれ、個性が尊重され、自由の身となった時、そこに待っていたものは、他でもない「一人である自分自身」ではないでしょうか。つまり一人の人間本来の姿が見え隠れすることによって、潜在的な不安感が増してきているように思います。そして、精神的な充足感への欲求が、実は、ますますその不安感の度合いを強めてきているとも言えます。「21世紀」は、生命科学の急速な進歩によって、生命のメカニズムが次々と解明されていく一方で、人間の問題は、より本質的になり深く内面化していくと思われます。







電話を通して社会の今を見るⅡ
第３回いのちの電話、10年後の想定問題甲南大学文学部教授神戸いのちの電話訓練委員長羽下大信

いのちの電話にあまりかけてこない人たちがいる。電話の内容から推定して、10代と60代以上の人たちと考えられる。生きる上での困難という面で、他の世代に比べ、それぞれに条件が厳しくなる世代と考えられるにもかかわらず、である。人口統計によると、戦後1950年、35％あった15歳以下の人口は激減し続け、1990年には20％を切り、2000年以降は15.6％というドン底の事態が20数年（！）続くことが知られている。一方、65歳以上の老人人口は、同じ1950年には５％、1970年に７％のボーダーラインを越えて、ついに高齢化社会を迎え、1990年には12％、2000年、17％、そして20年後の2020年にはなんと25％を越え、「先進」諸外国の2～3倍のスピードで、どこよりも高い率に至る。が、こうした超高齢実験国への人口動態の変化は、直接にはいのちの電話のコーラーの数には反映しない。子どもたちが電話をかけてこなくなったのは、われわれワーカーの年齢の重心が上方に傾く結果なのかも知れない。若年層は入れ替わるが、ワーカーは年を重ねるからである。一般的にいって、子どもたちの話を聞き、接するのには、彼らに年齢が近い人たちが中心であるほうがうまく行く。これは小・中学生の引きこもり・不登校の訪問活動をしてみるとよくわかる。同じように訪問をしていても、◯◯フレンドと呼ばれる20歳前後のグループと60歳代の退職教員グループでは、子どもたちとのコンタクトの早さ・幅広さ・質ともに、差は歴然である。勿論、個人差があり、祖父母スタンスでの年配者特有の、いい感じの訪問もある。フレンド派遣の青年たちは、その性格が押しつけがましくなく、力まかせではない人を選んで簡単なトレーニングをし、派遣の際は組み合わせを考え、訪問後のフォロー（反省会）をしていることも、彼らに有利に働いてるようだ。彼らを見ていて、若い力だなーと思う。かたや、退職教員は世代が飛び過ぎていて、それだけでもハンディを背負う。訪問のための最小限のトレーニングにも素直に乗れない人、訪問後の反省会を嫌ったりする人もいる。自分のしていることが他人の目にさらされるのを怖がるようだ。他者評価のない援助は危険だと知っているはずの人たちなのだが……。こうした彼らの場合、経験と自負が他者への援助の邪魔をしていることになる。われわれいのちの電話のワーカーも、若年者に接する時には、経験と自負が邪魔している、とまず最初に想定するのがいい。電話の向こうの彼らは、われわれの経験を求めているのではないし、逆に、われわれの側は彼らの物言いに刺激されて、自分の経験を熱く語りたくなる誘惑をしばしば感じるはずだから。こんな時には、彼らに年の近い青年や大人たちとの接点がもっとあればいいのにと、想像しながら聞くのがいい。こうした想像は、ワーカーが、つい余計なことを言ってしまう愚を、そう無理なく抑止するだろう。それは、われわれが自分の経験は他人に移転できないことを知るチャンスでもあり、このことがわかるほどに、余計なことを言わなくて済むようになるという、良い循環を生む。余計なことを言う必要のない相手。それはわれわれよりは年齢が上の人たちである。でも、彼らは電話をかけてこない。彼らは生きるときのシノギ方を知っていて、良い意味でしぶといし、年長者の自負も見知らぬ者への猜疑も手伝って、長く生きてきたことがもたらす重さがある。軽薄を嫌い、それゆえ身動きしにくいこともある。この年になって、いまさら軽く見られたり、バカにされたくはないのだ。けれど、そこが安心できる場と一旦認知したなら、高齢者向け億ション内の事務室でも、老人保健施設のホールでも、病院の内科外来でも、彼らは語る。あきれるほど語る。嫁の悪口、亡き夫の不実、息子のふがいなさ、財産をねらう娘婿。そして、かつての自分の黄金時代に触れようものなら、顔はかがやき、その声は生気をよみがえらせる。でも、彼らはいのちの電話にはかけてこない。なぜか。そのためのセッティングがないからだろう、というのが僕の推測である。幾分かの近い経験がある。それは「シルバーテレフォン」と名づけられた、高齢者向けの何でも相談の形をとった、ある福祉グループの数年間の試みだった。心身共に外出・対面での相談がしづらかったり、孤立していたりなどをカヴァーするという広報をしたが、受け付け時間はでずっぱりに近かった。電話がかからない、という苦情もあった。設定さえすればかかってくることを、僕はこの時確信した。彼らにはその必要があり、電話の向こうに語りかける相手がいる。それで十分だ。「ラジオ深夜便」という番組を御存じだろうか。僕も最近まで知らなかった。連れ合いの風邪が長引き、夜、目が覚めて無聊をしのぐのにラジオをかけるので気がついた。ラジオの深夜帯は、かつては受験生・学生文化一色だったが、いまや老人の交流と活力回復の場であり、彼らの天国である。老人は、夜も起きている。いや、正確には、朝ものすごく早く起き出す。この人口の５人に一人を構成し、夜というか、超早朝から起きている彼らに、老人専用回線をもうけてはどうだろうか。そして、６人に一人の青少年にも別の専用回線をつくり、20、30代のワーカーを彼ら専用に養成する。彼らワーカーの時間は限られているし、また、時間の変化が早いから、養成期間は短か目が良いだろう。しかる後になら、10代・20代の彼らに、いのちの電話からメッセージを贈ることが可能になるのではないか。どうぞかけてきてください、と。こうした二つの手を打ってみる。そうでないと、このまま10年経てば、われわれがラジオ深夜便のターゲットになる。勿論、ラジオを聞いたって悪くはない、そしてわれわれの主たるコーラーが20、30、40代であることに変わりはないのだけれど。ここでもう一度、確かめておきたい。いのちの電話というアマチュアによる援助の良さは、生きているかぎり誰もが持つ、他人にかかわる健康さの発揮にあり、それは経験の有無ではなく相手への率直さなのだ、ということを。以上、いのちの電話版・10年後想定問題と、そのあまり上手でない解。



続第21回いのちの電話相談員全国研修会旭川大会に参加して
2000年10月号に掲載された参加報告の続報です

旭川の印象17期Y.N旭川全国大会に行って来ました。大雪山の麓に育まれた気風は、おおらかでユーモラスで暖かでした。赤いナナカマド色スカーフの旭川の相談員たちの気さくで気負いのない優しさが印象的でした。逐一速報が大会の間中、瞬時にまわって来るタイミングの良さもみごとでした。街の中心三六街には、いのちの電話御歓迎との貼紙があちこちの店に見られ、街ごと歓迎されてるんだなあという気分です。さて、分科会サイコドラマの鉅鹿先生は参加者一人一人の話をきちんと聞きとられます。その受けとめ方は抜群でした。手始めに、警官と浮浪者、うれしかった思い出など、お互いに少し演ってみて、皆で親子４人家族をドラマにしてゆきます。なかなか思惑どおりいきません。すぐ、まともな方向に持っていこうとしてしまうのです。「なんか、やらなきゃ面白くないですよね」と私。「今度、私絶対やってみせるからね」と、まだ若いナナカマド色のスカーフさんは勢いこんでいる。思いもかけない事が生じて来たりして、面白い時を過ごすことができました。台風一過、抜けるような青い空の下、旭岳に登って大雪の気をいっぱい吸いこんで帰って来ました。いい大会でした。



創立記念バザー開催される
昨年11月４日、残暑を思わせるような強い日差しの下で恒例のバザーは開催されました。入り口には大きな垂れ幕を掲げて歓迎ムード一色に染まり、開場時刻前には早くも入場者の列が出来ました。今年は幼稚園との共催も手伝い大勢の人で賑わいました。第１会場は寄贈品、第２会場は模擬店と２分化しました。模擬店は会場がグランドになり広々としたので、気分的にはゆったりと歓談しながら味わっていただけたことでしょう。出店数も14種類にふえ、焼きソバ、わたがしは子供達の人気の品で、最後まで賑わい会場を盛り上げてくれました。中華包、フルーツポンチ等は目新しい企画で好評を得ました。ロッタリーの景品も外に並べられ人々の目をクギ付けに致しました。寄贈品もまずまずの売り上げで昨年同等の160万円近い収益を得る事ができました。これも皆様のご協力の賜と感謝致しております。また東淀ロータリークラブや、大阪センテニアルワイズメンズクラブの方々が販売の応援に来て下さいましたのも変革のひとつでした。財政の８％を担う様になったこのバザー事業も、今年は新たな取り組みが必要になるのではと思います。最後になりましたが、多くの企業の方々からご援助を戴きましたことをここに感謝し厚くお礼申し上げます。バザーチーム

●協賛企業名いずみホール様江崎グリコ㈱様㈱クレシア様コクヨ㈱様

東リ㈱様㈲なかの様松下電器産業㈱様村田屋産業㈲様（50音順）



共感ってなに？（10）「なぜ！って叫びたいですよね」（長尾文雄）

突然の事故や病気で、愛する家族を失う。自分が予測をしていない病気や被害に遭う。突然のリストラもあるでしょう。本人は「なぜ、なぜ、なぜ！」という自問自答においこまれます。もって行き場のない感情に支配されるのです。電話相談には、しばしばこのような人々からの電話がかかってきます。聞き手は、「なぜ！」という厳しい言葉にたじたじとし、どのように応答してよいか、声も出なくなってしまいます。慰める言葉も空しいのではないかと思い、安易な同情もできず、さりとてすぐに共感的な言葉も見当たらない。受話器を持ったまま、相手の言葉を聞くだけになってしまう。どうすることもできなくて立ち往生の状態に追い込まれてしまうのです。この圧倒されている気持ちを、聞き手自身が気づき、受け入れてみるのです。そうすると、自分を激しく揺り動かしている相手の言葉の背後にある怒り、悲しさ、悔しさ、喪失感、自責の念、あきらめ、不安感などがはっきり感じられてくるのです。聞き手自身の経験では推し測れないほどの、感情が相手を覆い尽くし、「誰もこの気持ちを分かってはくれない」と叫んでいるのが伝わってきます。「いま、あなたの心のなかで起っている激しい感情の渦に、私もいま揺さぶられています。」「いまは、なぜ！と叫ぶしかない、そんな激しい気持ちだというのが、とてもよく分かります。」「なぜって、叫びたいですよね。」としか言えないところに共感の関係があるのかもしれません。



相談員ノート出合った言葉34期H.K
私がいのちの電話に来てあらためて受け止め直した言葉に『共感』があります。「広辞苑」によると『共感』とは「他人の体験する感情や心的状態、或いは人の主張などを、自分も全く同じように感じたりすること」と解説しています。しかし、私にはこの言葉の大きさと深さは未だに実感できません。なぜなら、宇宙的視点と地球上に生物が蟲き出した数十億年の時をも視野に入れ、現瞬間の人間を自分の固定的、既成概念で見るのではなく、壮大な連関と運動の中でとらえるということだからではないでしょうか。その事は今の自分がそうした時間と空間の中で一人のクライアントと相対することであり、自分がその人の感じることを感じ、怒りを、喜びを、哀しみを自分のなかに発見する素直な勇気が求められているからではないでしょうか。私の好きな言葉に「人は最後のひとりまで組織されている」というのがあります。この言葉はあらゆる地球上の人と自分自身は何らかの関連性を共有しているという裏返しの表現でもあります。戦争を始め、あの「オウム事件」や一連の凶悪犯罪、地球上で人間が成すあらゆる事件に対して「私には関係ない」とは絶対言えない。だから私は自分が無知だからといって拒絶するのではなく、まず受け入れよう。そして私がクライアントの存在を認めるという事は、自分の無知と羞恥心から逃げて、権威でカモフラージュする事でなく、素直に心を開く勇気を持つ事なのです。私の残された時間のなかで、出会える人たちとどれだけ真剣に向き合えるのか、今「いのちの電話」は私にチャンスを与えてくれています。今日も感謝しつつ「一通入魂」を心にブースに入ろうと思います。



自然に学ぶホトトギス
少し時期外れであるが、野鳥の子育てに目を向けてみたい。夏鳥として知られるホトトギス。日本では馴染みの深いカッコウ科の鳥、この鳥は他の野鳥とは違い、托卵と子育てをしないことでも知られている。ウグイスの巣に卵を産み付けて逃げ去る。ウグイスは自分の卵より一回り大きい卵を一緒に抱卵する。最初に孵化したホトトギスの雛はまだ目も見えないのに足で蹴り上げるようにしてウグイスの卵を巣から落とし、親鳥の運ぶ餌を独り占めする。ウグイスの親鳥は自分より遥かに大きくなった雛が巣立つまで餌を与え続け、人間の目にはいじらしさも感じさせる。成長したホトトギスは恩を返すでもなく巣立っていくのである。人間の世界にも同じように子供を産みっぱなしのヤンママもいるが、そこまでなくても、ボランティア養成のための安い費用で教育を受け、実際にはボランティアをすることもなく、自分の収入につながることに走ってしまう者も少なくない。この気持ちは大なり小なり皆が持っていることであるが、そのやり方によっては、人の善意を利用しているだけのずる賢さはやりきれない気持ちにさせられることもあるだろう。かく言う筆者もこのシリーズを書くことで多くのことを学び、活用させて貰った。托卵ではないが、ぼつぼつかっこう（郭公）よく巣立つことにしよう。相談員Ｋ・Ｔ＊あしかけ10年にわたり掲載してきました「自然に学ぶ』シリーズは今月号をもちまして終了といたします。このシリーズから、折に触れ、人と人との有り方を考えさせられました。50回という長い間、執筆をいただきましたＫ・Ｔ氏に厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。



－相談電話受信件数－
9月受信件数1638件相談員数（延）511人

10月受信件数1602件相談員数（延）497人

11月受信件数1498件相談員数（延）455人



季節の俳句―十三句会より―選者磯崎清
―舞初や老女の姿勢凛と映ゆ―公子―諍いの日はゆっくりと大根煮る―紀子

―暖冬や野猿ゆうゆう川渡る―喜美子―降りしきるみぞれの中を柩車行く―遊仙

―あれやこれ思い乱れて年の暮―洋史子―ぼたん雪木々をつつんで音もなく―美代子



編集後記2001年明けましておめでとうございます。大勢の人達の努力の上になりたつ、この活動も新世紀を迎えました。振り返ると試行錯誤しながらも、確かな軌跡ま描かれているように思います。しかし、21世紀は過去に把われず、多様な個性を認め合えるような関わりが更に必要になるのではないでしょうか。これからも反すうしながら、小さな積み重ねに誇りを持って続けていけたらと思います。A・Ⅰ



社会福祉法人関西いのちの電話
〒532-0028大阪市淀川区十三元今里3-1-72

TEL.06-6308-6868FAX.06-6308-6180

発行人酒井哲男
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